
管内報道機関との定例懇談会（10月） 
 

日時：令和元年 10月３日（木）10時 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 

 

次     第 

 

１ 開会 

 

２ 資料（懇談項目）説明 

 

３ 懇談 

 

４ 閉会 

 

（進行 経営企画部企画推進課） 

 

 

※ 次回の開催予定 

日時：令和元年 11月５日（火)10時 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 

 
 



○

二戸高等技術
専門校校長

○ 林務部長 ○ ◯

○ 教育事務所長 ○ 保健福祉環境部長○ ○

○ 土木部長 ○ 局長 ○ ○

○ 水産部長 ○
副局長兼
経営企画部長

○ ○

○ 県税室長 ○ 産業振興室長 ○ ○

農村整備室長 ○ 農政部長 ○ ◯

農業改良
普及室長

○

事
務
局

座席表
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道
機
関

入
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参加予定報道機関 
・岩手日報久慈支局 
・デーリー東北久慈支局 
・陸中魁新聞 
・ダナスプランニング 
・朝日新聞社盛岡総局 



管内報道機関との定例懇談会（10月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 

全戸配布広報誌「北いわ

て最前線」の発行につい

て 

経 営 企 画 部 

県北地域が一体となって地域づくりを進める

機運の醸成を図るため、当振興局が実施する地

域特性を生かした主要施策や、市町村、事業者・

団体、住民等と連携・協力し実施している取組

を紹介する、全戸配布広報誌「北いわて最前線」

を発行しました。 

２ 

園芸労働力確保支援対策

事業農福連携モデル事例

の構築について 

農 政 部 

平成 29 年度から農業と福祉の連携に取り組

んでおり、これまで久慈地方の主要園芸品目で

ある、ほうれんそうや菌床しいたけのモデル事

例を構築してきました。今年度は新たな取組と

して、久慈地方の特産品であるヤマブドウでの

モデル実証を 10月８日（火）から開始します。 

３ 

鳥獣被害防止対策等に係

る現地研修会の開催につ

いて 

農 政 部 

近年、さらに野生鳥獣被害が増えている状況

を踏まえ、より効果的な被害防止に役立つ電気

柵の設置、箱わなによる野生鳥獣の捕獲技術の

向上を目指した鳥獣被害防止対策に係る現地

研修会を洋野町で 10 月９日（水）に開催しま

す。 

４ 

天皇陛下御即位記念植樹

並びに第５回久慈地方森

づくり大会の開催につい

て   

林 務 部 

天皇陛下の御即位を記念するとともに久慈地

域の住民の緑化意識の高揚と豊かな郷土づくり

の推進を目的として、「天皇陛下御即位記念植樹

並びに第５回久慈地方森づくり大会」を久慈市

で 10月 10日（木）に開催します。 

５ 

岩手県立二戸高等技術専

門校学生の岩手県若年者

技能競技会への出場につ

いて 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

令和元年度岩手県若年者技能競技会の木造建

築科及び自動車整備科の競技に、二戸高等技術

専門校の学生 22名が参加します。 

６ 

県立二戸高等技術専門校

令和２年度入校生一般選

考募集のお知らせ 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校で

は、自動車システム科（定員 20名）及び建築科

（定員 15名）の令和２年度入校生の一般選考を

行います。 

【その他配付資料】 

・ 月間行事予定表（令和元年度 10月から 11月上旬） 

・ 北いわて未来づくりネットワーク設立記念講演会と会員募集のお知らせ 

 



報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
全戸配布広報誌「北いわて最前線」の発行について 

（経営企画部） 

 県北地域が一体となって地域づくりを進める機運の醸成を図るため、当振興局が実

施する地域特性を生かした主要施策や、市町村、事業者・団体、住民等と連携・協力

し実施している取組を紹介する、全戸配布広報誌「北いわて最前線」を発行しました。 

１ 発行年月 

  令和元年９月 

 

２ 配布先 

県北広域振興圏域（久慈市、洋野町、野田村、普代村、二戸市、一戸町、軽米町

及び九戸村）の全世帯（配布部数約 44,000部） 

 

３ 内容 

 

表 紙 

地域の宝を世界の財産に。悠久ロマンを後世へ。 

御所野遺跡の世界遺産登録と三陸ジオパークの再認定に向けた今後の

スケジュールを紹介。 

 

特集 １ 

「働くなら県北、育てるなら県北、暮らすなら県北」の実現を目指して

女性活躍・子育て企業を応援します！ 

いわて女性活躍企業等認定制度、いわて子育てに優しい企業等認証・

表彰制度、結婚サポートセンター「i-サポ」について、制度概要やメリ

ットを、実際に制度を活用している企業の声も交えて紹介。 

 

特集 ２ 

世界へ届け！感謝の気持ちと三陸の魅力  

三陸防災復興プロジェクト 2019 

６月１日から８月７日まで行われた三陸防災復興プロジェクト 2019

について、全体の概要と県北地域で行われた事業について紹介。 

 

トピックス 

復興に取り組みながら、お互いに幸福を守り育てる  

希望郷いわて 

「復興の現場見学会の開催」「危機管理型水位計の設置」「浄法寺漆の

安定供給に向けた取組」「カシオペアサマーパーティー2019の開催」「水

産アカデミー開講」「ブランド果物の PR動画の作成」の６つのトピック

スを紹介。 

 

裏表紙 

全線開通！みちのく潮風トレイルを歩こう！ 

令和元年６月９日に全線開通した「みちのく潮風トレイル」について、

見所や踏破認定制度などを紹介。 

 

 

 

担当：経営企画部企画推進課長 細越 健志 

電話：0194-53-4981 内線 315 



報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目２  
園芸労働力確保支援対策事業農福連携モデル事例の構築について 

（農政部）  

 

 

 

 

 

 

１ 作業開始日時 

  令和元年 10月８日（火）９：00～ 

２ 作業場所 

  涼海の丘ワイナリー（野田村大字玉川５-104-117） 

３ 内容 

  収穫したヤマブドウ果実の選別作業  

４ 目的 

 園芸品目の労働力を確保するため、農家と障がい福祉サービス事業所が連携した

農福連携モデル事例を構築することで、久慈地方の労働力確保の一方策として農福

連携の定着を図る。 

５ モデル農業者及びモデル施設の紹介 

 （１）株式会社涼海の丘（モデル農業者） 

   涼海の丘ワイナリーに安定的に原料を供給するとともに、ヤマブドウ農家の

経営安定のために設立。 

（２）社会福祉法人修倫会就労継続支援Ｂ型事業所 あすリード本舗（モデル施設） 

    利用者が自立した日常生活又は社会生活を営めるよう、知識及び能力向上の

ための訓練を行うなど、就労機会の提供や支援をしている障害者施設。 

６ 備考 

  園芸労働力確保対策事業（地域経営推進費事業）は、久慈地方農業農村活性化推

進協議会に業務委託し、実施しています。 

  ※ 取材時には、福祉サービス利用者の肖像権に配慮願います。 

 

 

担当：農政部農業振興課 長谷川 

電話：0194-53-4983 内線：223 

 県北広域振興局では、平成 29年度から農業と福祉の連携に取り組んでおり、こ

れまで久慈地方の主要園芸品目である、ほうれんそうや菌床しいたけのモデル事

例を構築してきました。 

 今年度は新たな取組として、久慈地方の特産品であるヤマブドウでの農福連携

モデル実証を行います。 

 

←福祉サービス 

利用者による 

雑草除去作業 

の様子 

↑福祉サービス利用者によるトマトの 

選別・パック詰め作業の様子 



報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目３ 
鳥獣被害防止対策等に係る現地研修会の開催について 

（農政部）  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主催 

岩手県環境生活部自然保護課、岩手県県北広域振興局農政部 

   

２ 日時及び会場 

 (1) 日時  令和元年 10月９日(水) 13：30～15：30 

 (2) 場所  大野地区共同利用模範牧場（九戸郡洋野町大野第 56地割 78-1） 
       ※雨天時は、格納庫等を利用し開催します。 

 

３ 現地実演による研修内容 

(1) 電気柵による鳥獣被害防止対策について 

(2) 箱わなの活用によるイノシシ等の捕獲について 

 

４ 講師 

㈱サージミヤワキ盛岡事務所 菊池 恭則 氏、須藤 知生 氏 

    

５ 参集範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県北圏域の野生鳥獣被害はクマによるものが中心でしたが、近年、ニホンジカや

ハクビシン等による被害が増加し、さらにイノシシによる被害情報も寄せられてい

ます。 

こうした状況を踏まえ、県では、鳥獣被害防止対策の推進及び指定管理鳥獣捕

獲等事業による捕獲を進めているところであり、より効果的な野生鳥獣による被

害防止に役立つ電気柵の設置、箱わなによる野生鳥獣の捕獲技術の向上を目指し

た鳥獣被害防止対策に係る現地研修会を洋野町で開催します。 

担当：農政部農業振興課  長谷川 

電話：0194-53-4983（内線 223） 

現地実演で利用する「箱わな」 

     県内各市町村、公益社団法人岩手県猟

友会、狩猟者及び県関係機関等 

 

 



鳥獣被害防止対策等に係る現地研修会の会場 

（大野地区共同利用模範牧場内） 

 

模範牧場 監視舎 A 

道の駅 おおの 国道 395号 

研修会 会場 



報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目４ 
天皇陛下御即位記念植樹並びに第５回久慈地方森づくり大会の開催につい

て                           （林務部） 

天皇陛下の御即位を記念するとともに久慈地域の住民の緑化意識の高揚と豊かな

郷土づくりを推進することを目的として、「天皇陛下御即位記念植樹」並びに「第５

回久慈地方森づくり大会※」を久慈市で開催します。 

 

１ 日 時 令和元年 10月 10日（木）14：00～15：00（少雨でも実施） 

 

２ 場 所 久慈市侍浜町堀切地内（国有林内） 

 

３ 主 催 久慈市、三陸北部森林管理署久慈支署、久慈地方林業振興協議会 

 

４ 内 容 植樹活動（松くい虫抵抗性アカマツ苗 700本） 

 

５ 参集者 管内市町村関係者、国有林・民有林関係者、侍浜小学校児童他  

120名（予定） 

 

６ 当日の日程 

時 間 内 容 場 所 

12：30～ 送 迎（バス） 
角柄公民館広場から久慈市侍浜町堀切地

内へ移動 

12：30～13：45 受 付 

久慈市侍浜町堀切地内 
14：00～ 開会行事 

14：20～ 植樹作業 

15：00～ 閉会行事 

15：00～ 送 迎（バス） 
久慈市侍浜町堀切地内から角柄公民館広場

へ移動 

 

７ その他 報道機関の方は、別添「会場案内図」のバス発着所まで、車でお越しく

ださい。 

 

※ 久慈地方森づくり大会 

 国有林と民有林の関係機関が連携し、平成 26年度から管内各市町村持ち回りで開

催しています。 

 

 

担当：林務部 林業振興課長兼上席林業普及指導員 佐々木 康彦 

電話：0194-53-4984 内線 226 





報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目５ 

岩手県立二戸高等技術専門校学生の岩手県若年者技能競技会への出

場について 

（二戸高等技術専門校）  

令和元年度岩手県若年者技能競技会の木造建築科及び自動車整備科の競技に、二戸

高等技術専門校の学生 22 名が参加します。日ごろ磨いている技能を競い合う様子を

取材していただきますようお願いいたします。 

 

１ 日時 

令和元年 10月 24日（木） 

 開会式 午前９日時 10分～９時 25分 

 競 技 午前９時 30分～午後１時 30分 

 閉会式 午後３時～３時 30分 

 

２ 場所 

岩手産業文化センター アピオ（滝沢市） 

 

３ 主催等 

  主催 岩手県職業能力開発協会 

  後援 岩手県 

 

４ 参加資格 

県内の認定高等職業訓練校・県立職業能力開発施設に在籍する長期課程訓練生 

 

５ 二戸高等技術専門校出場選手 

  木造建築科１年生の部  ９名（久慈地域出身２名） 

  木造建築科２年生の部  ４名 

  木造建築科３年生の部  ５名（久慈地域出身２名） 

  自動車整備科１年生の部 ４名（久慈地域出身１名） 

  ※ 木造建築科については、２年課程で訓練を実施している校に限り、２年生が

３年生の部に参加することを認められており、２年生９名のうち５名が３年生

の部に出場します。 

  ※ 自動車整備科２年生の部は、第 14回若年者ものづくり競技大会（7/31～8/1

福岡県）の岩手県予選を兼ねて、６月に先行実施されました。 



● 岩手県若年者技能競技会 

  県内の認定職業訓練施設、県立職業能力開発施設で学ぶ若年技能者の技能習得意欲の

増進と技能水準の向上並びに技能者相互の親善を図り、もって職業能力開発事業の拡大

発展に資することを目的とする「ものづくりの競技会」であり、毎年開催されているも

のです。 

 

 

● 認定高等職業訓練校 

  知事が認可した職業訓練法人が職業訓練を行うために設置する施設で、原則として事

業所に就職した社会人を対象として訓練を行っています。県内には 15 の認定高等職業

訓練校が設置されています。 

 

 

● 県立職業能力開発施設 

  県が職業訓練を行うために設置する施設で、新規学卒者や求職者を対象として訓練を

行っています。県内には、産業短期大学校（本校・水沢校）と二戸・千厩・宮古に高等

技術専門校が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：二戸高等技術専門校 山田 

電話：0195-23-2227  



報道機関懇談会資料（2019/10/3） 県北広域振興局 

懇談項目６ 

未来の匠を目指す入校生を募集 

県立二戸高等技術専門校令和２年度入校生一般選考について 

（二戸高等技術専門校）  

 未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、自動車システム科（定員 20 名）

及び建築科（定員 15名）の令和２年度入校生の一般選考を次のとおり行います。 

 自動車整備、建築大工のプロになる力を２年で身に付けることができる県立二戸高

等技術専門校は、若年者ものづくり競技大会や技能五輪全国大会での入賞実績があり、

就職率 100％と抜群の就職実績もあります。 

 

１ 選考日程 

 ・ 出願期間  令和元年 11月 11日（月）から令和元年 11月 22日（金）まで 

（当日消印有効） 

 ・ 試験日   令和元年 12月６日（金） 

 ・ 合格発表  令和元年 12月 13日（金） 

２ 選考試験 

  県立二戸高等技術専門校にて、筆記試験（国語、数学）及び面接を行います。 

３ 募集人数 

  定員（自動車システム科 20名、建築科 15名）の３分の１程度を一般選考で募集

します。 

４ 応募資格 

  高等学校を卒業した者（令和２年３月卒業見込の者を含む）又はこれと同等以上

の学力を有すると認められる者。 

５ 出願書類 

  入校願書Ａ・受験票、身上調書、調査書、健康診断書、受験票送付用封筒、入校

願書Ｂ（施設を問わず第２及び第３志望の科がある場合のみ記入すること。） 

【注１】出願書類の用紙は、県立二戸高等技術専門校へ請求してください。   

 【注２】10月 1日から郵便料金が改定されたことに伴い、受験票送付用封筒に貼付

する切手の金額が、392円から 404円に変更されました。 

６ 入校検定料 

  2,200円（入校願書Ａ・受験票に岩手県収入証紙を添付してください。） 

 ※ 東日本大震災津波又は平成 28年台風第 10号により甚大な被害を受けた方につ

いては、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書を添付することで免

除対象となる場合があります。 

７ 出願方法 

 ・ 出願書類は、すべて県立二戸高等技術専門校に提出してください。 

 ・ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付

してください。 

 ・ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

 

 

 

 

 



● 在校中の経費 

 ・ 入校料  5,650円（平成 30年度入校生） 

 ・ 授業料  118,800円（年額・平成 30年度入校生） 

 ・ 諸経費  入校のためには、上記の他に教科書、作業服、資格試験、各

種工具類、任意加入保険（訓練災害保険）等の費用が必要とな

ります（自動車システム科 280,000 円、建築科 310,000 円（２

年（概算））。 

● 学生寮 

 ・ 定員  40名 

 ・ 寄宿舎料等  寮費 12,000円（年額・令和元年度） 

          光熱水費 120,000円（年額・令和元年度） 

          食費 196,000円（年額・令和元年度） 

● 公的融資制度 

  経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

 ・ 技能者育成資金［窓口：二戸高等技術専門校］ 

 ・ 生活福祉資金（福祉資金福祉費）［窓口：最寄りの市町村社会福祉協議会］ 

 ・ 母子父子寡婦福祉資金（就業資金、技能習得資金）［窓口：最寄りの広域

振興局］ 

● その他 

 ・ 鉄道やバスによる通学者の定期旅客運賃生割引が適用されます。  

 ・ 訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」適用が受けられる場

合があります。 

 ・ 国民年金保険料の納付が猶予される「学生特例制度」対象となります。（市

町村へ届出が必要となります。） 

 ・ 経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、全部又は半額免除受け

られる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：二戸高等技術専門校 山田 

電話：0195-23-2227  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度入校生募集要項 
 

岩手県立職業能力開発校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立千厩高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科 

  

岩手県立宮古高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・金型技術科 

  

岩手県立二戸高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・建築科 
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募集内容 

【入校時期】 

２０２０年４月 

 

【募集学科及び入校定員】 

普通課程（高等学校卒業者等のコース） 

校 名 訓練科名 定員 訓練期間 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２０名 ２年 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 １５名 ２年 

金型技術科 １０名 １年 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２０名 ２年 

建築科 １５名 ２年 

 

【出願期間及び試験日等日程】 

推薦選考 

願書受付 試験日 合格発表 

２０１９年 ９月３０日（月）から 
２０１９年１０月１１日（金）まで 

（当日消印有効） 
２０１９年１０月２５日（金） ２０１９年１１月 １日（金） 

 

一般選考 

願書受付 試験日 合格発表 

２０１９年１１月１１日（月）から 
２０１９年１１月２２日（金）まで 

（当日消印有効） 
２０１９年１２月 ６日（金） ２０１９年１２月１３日（金） 

 

【出願について】 

(１) 推薦選考に合格しなかった者は、あらためて一般選考に出願することができます。推薦選考の第

１から第３志望のいずれかに合格した者は、一般選考に出願することはできません。 

(２) 推薦選考及び一般選考については、第２及び第３志望まで認めています。第２及び第３志望科は

施設を問わず志望できます。 

(３) 平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波又は平成28年台風第10号により甚大な被害を受けた者

については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書（別紙様式）を添付することで免除

対象となる場合があります。 
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推薦選考 
 

１ 募集及び募集人員（推薦選考） 

校名 訓練科名 訓練期間 定員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の２程度を
推薦選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

 

２ 応募資格 

2020年３月に高等学校を卒業する見込の者で、志望する科に対する理解と強い目的意識を有し、学業・人物

ともに優秀であるとして、学校長が推薦した者。 

 

３ 出願手続 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３ヶ月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波又は平成28年台風第10号により甚大な
被害を受けた者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書（別
紙様式）を添付することで免除対象となる場合があります。 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、定期健康診断書等の写しにより、これに代えることができます。 

推薦書 所定の用紙に学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

入校確約書 所定の用紙に記入してください。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に、高等学校でとりまとめて提出して

ください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 
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一般選考 
 

１ 募集及び募集人員（一般選考） 

校名 訓練科名 訓練期間 定員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の１程度を
一般選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

 

２ 応募資格 

高等学校を卒業した者（2020年３月卒業見込の者を含む。）又はこれと同等以上の学力を有すると認められる

者。 

 

３ 出願書類 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３ヶ月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波又は平成28年台風第10号により甚大な
被害を受けた者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書（別
紙様式）を添付することで免除対象となる場合があります。 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 

最終卒業（見込みを含む。）学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 
なお、指導要録の保存期間満了、統廃合、被災、その他の理由によって調査書が提
出できない者にあっては、成績証明書でこれに代えることができます（開封無効、
発行できない場合は卒業証明書）。 
高等学校卒業程度認定試験合格者にあっては、合格証明書と合格成績証明書でこれ
に代えることができます（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、平成31年３月卒業見込の者は、定期健康診断書等の写しにより、これに代
えることができます。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に提出してください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 

※ 筆記試験は、それぞれ国語総合（古文、漢文を除く）、数学Ⅰまでの範囲から出題します。 
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選考試験受験上の注意事項 
 

１ 受験票、筆記用具を持参してください。 

２ 試験中は、受験票、筆記用具、消しゴム、時計（計算機能や情報端末機能等がないもの）以外の物を机の上

に置くことができません。 

  また、試験中は携帯電話等の電源スイッチを切り、試験が終了するまでカバン等に収納してください。 

３ 試験開始後、30分以上遅刻した者は、受験できません。 

 

 

選考結果 
 

１ 合格発表 

合格の発表方法について、次のとおり行います。 

ア 推薦選考については、受験者及び学校長あて文書で合否の通知をします。 

イ 一般選考については、受験者あて文書で合否の通知をします。 

※ なお、合否の通知について、第２・第３志望のある受験者が、第１志望不合格の場合は、第２志望の

訓練科の校より、また、第１・第２志望不合格の場合は、第３志望の訓練科のある校より、合否の通知

をします。 

ウ 合格者の受験番号については、推薦・一般選考共に、合格発表日の午前10時に、各職業能力開発校に掲示

します。また、参考情報として合格発表日の午前10時以降に、定住推進・雇用労働室のホームページに合格

者の受験番号を掲載します。 

 

２ 開示請求 

岩手県個人情報保護条例に基づき、試験結果について、次のとおり口頭による開示請求を行うことができま

す。 

ア 受付先 

受験した職業能力開発校 

イ 受付期間 

合格発表の日から１ヶ月間 

［推薦選考］ 

2019年11月１日（金）～2019年12月２日（月） 

［一般選考］ 

2019年12月13日（金）～2020年１月14日（火） 

ウ 受付時間 

午前９時から午後５時まで（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く） 

エ 請求方法 

受験票を提示して、開示請求をしてください。請求できる方は、受験生本人に限ります。 

オ 開示内容 

筆記試験の科目別得点及び面接評定 
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参考 
 

１ 在校経費 

・入校料 

5,650円（平成31年度入校生） 

・授業料 

118,800円（年額・平成31年度入校生） 

※ 納付方法 

１年を第１期、第２期、第３期の３回に分けて納付します。納付期限は、第１期が４月、第２期は

８月、第３期は12月となります。 

・諸経費 

入校時には、上記のほかに教科書、作業服、資格試験、各種工具類、任意加入保険（訓練災害保険）等の

費用が必要となります。 

 

２ 学生寮 

自宅からの通学が困難な学生のために、学生寮があります。 

施設名 千厩高等技術専門校 宮古高等技術専門校 二戸高等技術専門校 

定 員 23人 18人 40人 

寄宿舎料等 
（月額） 

寄宿舎料      700円 ～ 1,400 円 
食費・光熱費等      約30,000 円 
※食費・光熱費は食事の回数や電気使用料等によって変わる場合があります。 

 

３ 公的融資制度 

経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

・技能者育成資金［窓口：在校する職業能力開発校］ 

・生活福祉資金（福祉資金 福祉費）［窓口：最寄の市町村社会福祉協議会］ 

・母子父子寡婦福祉資金（修業資金、技能習得資金）［窓口：最寄の広域振興局］ 

・教育一般貸付（国の教育ローン）［窓口：日本政策金融公庫のホームページまたは各支店］ 

 

４ その他 

・鉄道やバスによる通学者の通学定期や旅客運賃に学生割引が適用されます。 

・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」の適用が受けられる場合があります。 

・国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」の対象となります。（市町村への届出が必要となり

ます。） 

・経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、授業料の全部又は半額の免除が受けられる場合があります。 

・公共職業安定所長の受講指示により入校する方は、訓練期間中に雇用保険又は訓練受講手当等が支給されま

す。受講指示については、応募の前に最寄の公共職業安定所に求職申込みのうえご相談ください。 
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高等技術専門校等一覧 
 

●高等技術専門校 

○千厩高等技術専門校 

〒０２９－０８０３ 岩手県一関市千厩町千厩字神ノ田６０－１ 

ＴＥＬ ０１９１－５２－２１２５   ＦＡＸ ０１９１－５３－２５９８ 

 

○宮古高等技術専門校 

〒０２７－００３７ 岩手県宮古市松山第８地割２９－３ 

ＴＥＬ ０１９３－６２－５６０６   ＦＡＸ ０１９３－６４－６５９６ 

 

○二戸高等技術専門校 

〒０２８－６１０３ 岩手県二戸市石切所字上野々９２－１ 

ＴＥＬ ０１９５－２３－２２２７   ＦＡＸ ０１９５－２３－９０８１ 

 

●公共職業安定所（ハローワーク） 

○ハローワーク盛岡 

〒０２０－０８８５ 盛岡市紺屋町７－２６         ＴＥＬ ０１９－６５１－８８１１ 

○ハローワーク沼宮内 

〒０２８－４３０１ 岩手郡岩手町大字沼宮内７－１１－３  ＴＥＬ ０１９５－６２－２１３９ 

○ハローワーク釜石 

〒０２６－００４３ 釜石市新町６－５５          ＴＥＬ ０１９３－２３－８６０９ 

○ハローワーク遠野 

〒０２８－０５２４ 遠野市新町２－７           ＴＥＬ ０１９８－６２－２８４２ 

○ハローワーク宮古 

〒０２７－００３８ 宮古市小山田１－１－１        ＴＥＬ ０１９３－６３－８６０９ 

○ハローワーク花巻 

〒０２５－００７６ 花巻市城内９－２７          ＴＥＬ ０１９８－２３－５１１８ 

○ハローワーク一関 

〒０２１－００２６ 一関市山目字前田１３－３       ＴＥＬ ０１９１－２３－４１３５ 

○ハローワーク水沢 

〒０２３－８５０２ 奥州市水沢東中通り１－５－３５    ＴＥＬ ０１９７－２４－８６０９ 

○ハローワーク北上 

〒０２４－００９１ 北上市大曲町５－１７         ＴＥＬ ０１９７－６３－３３１４ 

○ハローワーク大船渡 

〒０２２－０００２ 大船渡市大船渡町字赤沢１７－３    ＴＥＬ ０１９２－２７－４１６５ 

○ハローワーク二戸 

〒０２８－６１０３ 二戸市石切所字荷渡６－１       ＴＥＬ ０１９５－２３－３３４１ 

○ハローワーク久慈 

〒０２８－００５１ 久慈市川崎町２－１５         ＴＥＬ ０１９４－５３－３３７４ 

 

 

●岩手県商工労働観光部 定住推進・雇用労働室 

〒０２０－８５７０ 盛岡市内丸１０－１ 

ＴＥＬ ０１９－６２９－５５８３ 

ＦＡＸ ０１９－６２９－５５８９ 

詳しくは、定住推進・雇用労働室ホームページを 

御覧ください 

 

 

ＵＲＬ https://www.pref.iwate.jp/ 

岩手県 職業能力開発施設 検索 



令和元年10月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

4 金 種市地区肉用牛共進会 9:30～ 洋野町
城内地区林業
センター前広場

洋野町農林課 77-2113

5 土

2019海フェスタinふだい 10:00～ 普代村 大田名部漁港 普代村建設水産課 35-2111

8 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

9 水
「北いわて未来づくりネットワーク」設立記
念講演会

15:00～17:00 久慈市 久慈グランドホテル
県北広域振興局経営企画部、二
戸地域振興センター

53-4981

11 金 洋野町戦没者追悼式 11:00～ 洋野町 町民文化会館 洋野町福祉課 65-5915

第26回北緯40度はまゆりマラソン大会 スタート9:30～ 普代村 普代村役場 普代村教育委員会 35-2111

10:00～16:00

10:00～15:00

【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

洋野町駅伝大会 9:00～ 洋野町 大野体育館前ほか 洋野町教育委員会生涯学習課 65-5411

17 木 ヘルシーレストラン 11;30～ 洋野町 八木防災センター 種市保健センター 65-3950

【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

19 土

アグリパークおおさわ収穫感謝まつり 10:00～ 洋野町 アグリパークおおさわ 洋野町水産商工課 65-5916

平庭闘牛大会もみじ場所 11:00～ 久慈市 平庭闘牛場 山形総合支所産業建設課 72-2129

23 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

25 金 洋野町立小中学校音楽発表会 9:00～ 洋野町 洋野町民文化会館 洋野町教育委員会総務学校課 65-5920

27 日 林郷新そばまつり 11:00～ 洋野町 林郷地区社会体育館 洋野町農林課 77-2113

26 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

28 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

令和元年11月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

2～4 土 洋野町文化祭 9:00～ 洋野町
洋野町民文化会館、大野体育
館ほか

洋野町教育委員会生涯学習課
大野事務所

65-5411
77-2115

3 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

77-2113

アンバーホール ◎○

18 金

洋野町農業祭 10:00～ 洋野町 おおのキャンパス

ぐれっと！やまがた街道祭 10:00～16:00

久慈市商工市街地域振興課

洋野町農林課

52-1525久慈地方産業まつりinアンバーホール 久慈市

久慈市 山形町全域 山形総合支所ふるさと振興課 72-2125

6 日

20 日

12 土

13 日



◆ 概要説明 
 「北いわて未来づくりネットワークについて」 
  説明 岩手県県北広域振興局 

 

◆ 基調講演１ 

  「中小企業のIoT・AI活用事例とその狙いについて」 
   講師 岩手県立大学総合政策学部 准教授 
       近藤 信一 氏 

 
◆ 基調講演２ 
  「～女性・若手活躍支援を通した～人材採用難の 

  今だからこそ取り組む人材採用と定着手法 」 
    講師  ㈱アクティビスタ 代表取締役 
        内閣府地域活性化伝道師 河合 克仁 氏 

◆ 日時 令和元年10月9日（水） 

     15:00 ～ 17:50 
        [交流会 ／18:00 ～ 19:45] 

◆ 場所 久慈グランドホテル 
       （久慈市川崎町10-15） 

入場 
無料 

・どなたでも入場できます。 
・交流会は有料（4,000円）です。 
・定員100名（先着順）ですので、
事前にお申込みください。 

・申込締切  9/30（月） 



【 タイムスケジュール 】 ※ 予定 

15：00          開会 

15：00 ～ 15：05    挨拶 

15：05 ～ 15：15    NW趣旨説明 

15：15 ～ 15：20    NW設立共同宣言 

15：20 ～ 16：30    基調講演① 

16：30 ～ 16：40  （休憩） 

16：40 ～ 17：50    基調講演② 

17：50                    閉会 

18：00 ～ 19：45     交流会 

北いわて未来づくりネットワーク（概要） 
 

 県北の女性の雇用・活躍の特色を生かし、企業

の人材確保等に取り組むとともに、アパレルやものづ

くり等の地場産業の高い技術や、日本酒、鶏肉、

海産物等の優れた品質等の強みを生かし、未来

技術（IoT・AI等）や経営革新等による産業振

興を図るため、産学官連携・異業種連携のプラット

フォーム（推進基盤）として設立。 
 

 今後、女性活躍や豊かな生活環境等の強みを

生かすとともに、県北の豊富な地域資源や技術を

生かし、競争力のある地場企業を増やしていくこと

で、”働くなら県北、育てるなら県北、暮らすなら県

北”をスローガンとして、産学官が一丸となって、北い

わての未来づくりを進めていきます。 

企業・団体名

所属・役職名

氏名 メールアドレス

電話番号 ＦＡＸ番号

記念講演会 交流会

（18：00～）

※会費 4,000円

※参加する欄に

○を記入ください。

以下のとおり、参加を申し込みます。※下記にご記入のうえ、ＦＡＸでお申込みください。

申込

担当者

会員申込を希望の方は☑を入れてください。

※会費は無料です。
□ ネットワーク会員希望

参加者

（15：00～）

所属・役職名 氏名

北いわて未来づくりネットワーク設立記念講演会参加申込書 

 【 申込締切 ／ 9月30日（月）】 

北いわて未来づくりネットワーク事務局（岩手県 県北広域振興局） 
 白岩行き （電話：0195-23-9201 ＦＡＸ 0195-25-4062） 



 

 
 

 

当ネットワークは、女性活躍、子育て支援等により、人材確保に取り組むとともに、

地場産業の高い技術や優れた品質等の強みを生かし、未来技術（AI・IoT 等）や経営革

新等による産業振興を図るため、令和元年 10 月、産学官連携・異業種連携による新た

なプラットフォーム（推進基盤）として、結成するものです。 

今後、県北の女性活躍や子育て支援、高い技術、豊かな生活環境等の強みを生かし、 

“働くなら県北、育てるなら県北、暮らすなら県北”をスローガンとして、地域と産業

の底上げを図り、産学官が一丸となって、北いわての未来づくりを進めていきます。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 異業種交流のほか、支援メニューや研修会などメルマガによる最新情報を提供します! 
  

■ 会員の要件 

  ネットワークの目的に賛同し、岩手県県北地域に所在する企業、団体、大学等の研究 

機関、行政機関等を基本とします。（会費無料） 
 

■ 入会方法 

 「北いわて未来づくりネットワーク入会申込書」に必要事項を記入のうえ、事務局あて 

に郵送またはＦＡＸでお申し込みください。 
 

■ 問合せ先（申込先） 

  北いわて未来づくりネットワーク事務局（担当：長井・白岩） 

○ 岩手県 県北広域振興局 経営企画部 電話：0194-53-4981 

○ 岩手県 県北広域振興局 二戸地域振興センター 電話：0195-23-9201 
 

当ネットワークは、国連サミットで採択された「持続可能な開発目標：ＳＤＧｓ」の推進に寄与します。 

  

女性活躍・ 
子育て支援↗ 
女性活躍や子育て 

支援など福利厚生の

拡充・取組を支援! 

     

人材確保・ 
人材育成↗ 
採用ノウハウ提供や 

人材確保、学校での

企業ＰＲ等を支援! 

未来技術・ 
経営革新↗ 
未来技術（AI・IoT 等）

の活用、経営革新等

生産性向上を支援! 

加 入 特 典 



北いわて未来づくりネットワーク入会申込書 

北いわて未来づくりネットワークの趣旨に賛同し、以下のとおり入会を申し込みます。 

令和   年   月   日 

 

〔記入方法〕法人･団体の方は全ての項目を、個人の方は★印の項目をご記入ください。 

〔会員名簿への掲載についての確認〕法人・団体会員の①名称、②所在地域、⑤業種区分は、会員名簿とし

てネットワークの交流機会や県ＨＰにて紹介しております。名簿への掲載の可否についてお答えください。 
 

掲載可  ・  掲載不可 
 

★ 

ふりがな  

①名称  

（企業名・氏名） 
 

★ ②所在地  

〒    - 

 

 

 ③代表者 役職名： 氏名： 

 ④創業年月日 西暦      年  月  日 

★ 

主

た

る

業

種 

⑤業種区分  
(最も該当する項目に

〇印をお願します) 

農業， 製造業（食料･飲料）， 情報通信業， 卸売業･小売業， 宿泊業･飲食業， 

医療･福祉， 教育･学術研究･専門サービス， 金融機関， 商工団体， 農業団体， 

行政， その他（                             ） 

⑥業 種 名   

 ⑦事業・主要製品等  

★ ⑧ご担当者 役職名： 

★ ⑨連絡先 TEL： 氏名： 

★ ⑩Ｅメールアドレス 

※メールマガジンの配信等に使用します 

 

 
FAX： 

   

内容をお確かめのうえ、FAX 送信してください FAX：0195-25-4062 

【送り先】北いわて未来づくりネットワーク事務局 （担当：長井・白岩） 

○ 岩手県 県北広域振興局 経営企画部 〒028-8042 岩手県久慈市八日町 1-1 
電話：0194-53-4981  FAX：0194-53-1720 

○ 二戸地域振興センター 地域振興課 〒028-6103 岩手県二戸市石切所字荷渡 6-3 
電話：0195-23-9201  FAX：0195-25-4062 


